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利用・用途・応用分野

波長分割多重通信や蛍光分析装置の光学フィルター、遺伝子解析

目的・課題 解決ポイント

従来、波長分割多重通信や蛍光分
析装置の光学フィルターとして用いら
れ、高屈折率層と低屈折率層を重ね
合わせて構成するのが一般的で、誘
電体多層フィルターはより狭いバンド
幅や温度変化に対する安定性に難
があった。そこで極めて容易な手段
で低ダメージ性を保って精度よく傾斜
型組成薄膜を製造する方法を提供
することを目的とする。

一対のターゲットホルダーが対向して設け
られ、各ターゲットホルダーには、それぞ
れ異なる材料よりなるターゲットが配置さ
れ、各ターゲット上には、それぞれ磁束線
のループを形成可能で且つ両ターゲット間
にも磁束線形成可能である磁束分布可変
型対向スパッタ装置を用い、各対向するタ
ーゲット上に形成されるループ状の磁束
線及び両ターゲット間に形成される磁束線
の強度割合を連続的に変化させつつ、ス
パッタリングすることを特徴とする基板上
にて、厚さ方向に組成が連続的に変化し
た傾斜型組成薄膜の製造方法である。

研究概要・アピールポイント

対向する一対のターゲットにそれ
ぞれ異なる材料を用い、各ターゲ
ット上にループ状の磁束線を形成
し両ターゲット間に磁束線が形成
される装置。２種類の磁束線パタ
ーンを同時に形成可能である。そ
れぞれのターゲット材料を各対向
するターゲット上に形成されるル
ープ状の磁束線と両ターゲット間
に形成される磁束線の強度割合
を別個に変化させ、それぞれのタ
ーゲットからスパッタされる量を変
化させ、堆積物の組成を連続的に
変化させ、容易に傾斜型組成薄
膜を形成できる。
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